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成田＝オーストラリア・パース線の開設に関するお知らせ 

 

 

当社 100%子会社の全日本空輸株式会社は、2019 年９月１日（日）より、成田＝パース線に就航する

ことを決定いたしましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

以 上 



 

第 １ ８ － ０ ８ ８ 号 

２ ０ １ ８年 １ ２月 ２ ６日 

成田＝オーストラリア・パース線を新規開設します 

～ 国際線ネットワークを着実に拡充していきます ～ 

 

ANA は、2019 年 9 月 1 日（日）より、日本のエアラインとして初めて成田からオーストラリア西部のパ

ースへ新規就航いたします。パースは、ANAとしてオセアニアにおいてはシドニーに次ぐ 2番目、世界で

は 45番目の就航都市となります（*1）。2018-2022年度 ANAグループ中期経営戦略に基づき、未就航エ

リアへの路線拡大を図り、国際線事業を柱に成長戦略を遂行していきます。 

これまでは日本からパースに渡航するにはアジアの都市を経由する必要がありましたが、唯一の直

行便就航により、日本からオーストラリア西部への渡航が格段に便利になります。鉱物資源・天然資源

をはじめとした主力産業によるビジネス需要にくわえて、近年ますます増加する訪日需要を取り込んで

いきます。 

パースは歴史ある建物と近代的な建物、緑豊かな自然が見事に調和したオーストラリア西部最大の

都市で「世界で最も美しい街」と言われており、豊富な観光資源にも恵まれています。また、日本とパー

スでは季節が逆となるため、日本からのお客様には、夏場の避暑地ないしは冬場のビーチリゾートとし

てパースを満喫していただける一方、オーストラリアからのお客様には、夏場に日本のウィンターリゾー

トをお楽しみいただけるなど、年間を通じて双方向の安定したレジャー需要が期待できるマーケットで

す。 

TPPや RCEP（東アジア地域包括的経済連携）等の経済連携強化により、アジア太平洋地域における

ヒト・モノの流動がより一層拡大していくことが期待されています。新規路線開設により日本・オーストラ

リア両国間の交流拡大に貢献していきます。 

ますます便利になる ANAをぜひご利用ください。 

 

なお、航空券の予約・販売の開始日は、決まり次第あらためてご案内いたします。 

 
（*1） 2019年 2月 17日就航予定のオーストリア・ウィーン、および貨物便のみ就航している中国・天津を含む。 

（旅客便としては 44番目の就航都市） 
 

路線 成田＝パース※2019年 9月 1日（日）より新規開設、毎日運航 

ダイヤ 
（現地時間） 

NH881成田   11：10 ⇒ パース 20：15 

NH882パース 21：45 ⇒ 成田  08：25 （翌日）      

使用機材 
ボーイング 787-8 
（184席仕様 ： ビジネスクラス 32席/エコノミークラス 152席） 

※当日の運航状況により運航機材が変更となる場合がございます。 

ANA  NEWS 
 

ＡＮＡ広報部 03-6735-1111 成田 0476-31-6007 羽田 03-5757-5548 伊丹 06-6856-0270 関西 072-456-7890 

【ダイヤ・使用機材】 

※これらの計画は関係当局の認可を前提としています。 

スケジュールは予定であり都合により変更となる場合もございます。あらかじめご了承ください。 
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